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1 はじめに

LSIの高速化，高集積化の進展によるマルチコア LSI
や 3次元積層 LSIでは，チップ内のコア間，チップ間の
大容量データ接続を可能とする高速・低電力のデータ伝

送回路技術が必要となっている．特にコア間のオンチッ

プ伝送では小面積での実現が期待されている．本報告で

は，小面積，低電力動作を可能とする 4:1 MUX回路の
設計，試作評価を行い，13Gb/s，31.3mWの良好な性能
を得たので報告する．

2 MUX回路の構成
図 1に 4:1 MUXの全体構成を示す．低消費電力化の

観点から，ハーフレートクロックによる 2:1 MUXの並
列構成を採用した．また回路の基本要素であるラッチ回

路は，図 2に示す擬似差動 NMOSロジック構成を採用
した．従来の CML（Current-mode logic）型回路に対し
バイアス電流源を取り除き，電圧ヘッドルームを確保し，

near rail-to-railロジック動作とすることにより低電源電
圧での安定動作を確保した．また，負荷には pMOSの三
極間領域の抵抗を利用することにより，固定抵抗を用い

る場合に比べ，少面積化と高速動作化を可能にした．

3 試作評価結果

提案する 4:1 MUX の有効性を確認するため，90nm-
CMOS プロセスにてチップ試作し，評価を行った．
4:1 MUX の評価を容易化するため，図 3 に示す 1:4
DEMUX[1]と一体化し，4chのデータを DEMUXで生
成し，4:1 MUXに入力する構成とした．評価は，PRBS
（pseudo-random binary sequence）7 段の信号を入力し，
その出力をエラーディティクタによって確認した．その

結果，最高動作ビットレートは 13Gb/s，消費電力は，電
源電圧 1.2Vで，31.3mW(出力バッファを含む)を得た．
図 4に本回路と他の報告 [2][3]との性能比較を示す．横
軸は 1Gb/s のデータ伝送量当たりの消費電力，縦軸は
チップ上の回路の占有面積を示している．他に比べ，消

費電力，占有面積とも良好な値が得られていることが分

かる．
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図 2 提案ラッチ回路
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図 3 試作した回路構成

0.001

0.010

0.100

1.000

10.000

 [
m

m
2
]

/  [mW/Gb/s]

1 10

[2]

[3]

図 4 性能比較
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